
子育て家庭の現状や、それを取り巻く社会状況を理解する。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

子育て家庭の現状についての理解を深めることで、保育者という立場から、子育て家庭の支
援に積極的にかかわることの意義と重要性を認識できる。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件 選択

免許・資格
要件

保育士必修

18Y500 担当者 荒木　正平

対象
学生

幼児教育学科
1年生

学期
区分

後期 単位数 2 担当形態 単独

科目
区分

専門教育科目 科目名 家庭支援論
科目
コード

試験 定期試験を実施する

教科書
「児童の福祉を支える家庭支援論（第二版）」吉田眞理
萌文書林

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

保育者として子どもを支えるためには、その家庭（親、
保護者を含む）も合わせて支援の対象と考え、子どもと
ともに支える視点を持つことが大切です。様々な課題を
抱える家庭を支えるために保育者として何ができるの
か。ともに考えていきましょう。

準備学修 課題等への対応

授業のテーマである「子育て家庭」に関するニュースや新聞の記事等に注意を払い、他人ご
とではなく保育者を目指す自分自身にもかかわる問題とし認識し、考える習慣を身につけて
ほしい。本講義の授業外学修（予習・復習）に２０時間以上は確保してほしい。

学生が提出したレポート課題などについて
は、授業時に全体に紹介するなどのかたちで
共有する機会を設ける。成果をフィードバッ
クすることで、学生全体の理解が深まるよう
に支援したいと考えている。

授業計画

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

講義形式での授業が中心となるが、家庭支援の実際についての理解を促すため、視聴覚教材
等も積極的に活用する。その他、ミニレポートなどの提出を課題とすることで、テーマにつ
いて学生自身がより深く考える機会を設ける。

定期試験（60％）
提出物（30％）
受講態度（10％）

第4回 保育者が行う家庭支援の原理Ⅰ

第5回 保育者が行う家庭支援の原理Ⅱ

第6回 現代の家庭における人間関係

第1回 子どもの育ちにおける家庭の意義

第2回 子どもの育ちにおける家庭の機能

第3回 家庭支援の必要性

②
多
様
性
・
協
働
性

③
知
識
・
技
能

④
思
考
・
判
断

　
表
現
・
創
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力

⑤
主
体
性
・
自
立
性

　
実
行
力

⑥
就
業
力
・
貢
献
力

◎ ◎ ○ ○ ○

３． 子育て家庭を支援する制度や社会的資源を理解する。

４． 子育て家庭支援における、保育士としての役割を認識する。 ○

①
誠
実
性
・
真
摯
性

科目の到達目標

１． 子どもの育ちにおける家庭の意義と機能について理解する。

２．

第13回 子育て支援と保護者の関係づくりへの支援

第14回 地域の子育て家庭への支援

第15回 子育て支援サービスの課題とこれから

第10回 子育て支援施策・次世代育成支援施策の推進

第11回 子育て支援サービスの概要と連携

第12回 保育所による家庭支援

第7回 家庭生活を取り巻く社会的状況

第8回 男女共同参画社会とワークライフバランス

第9回 子育て家庭の支援体制


